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10．アドレス設定③
	■室内外操作線が複数系統に接続されて、1系統ごとに室
内・室外ユニットの電源を入れることができない場合　
圧縮機を運転しないと室内ユニットアドレスの設定が
できません。下記の暖房・冷房モードでの自動アドレス
設定となります。

	●暖房・冷房モードでの自動アドレス設定操作	
室外ユニットに通電後、５時間以上経過してから行って
ください。

1）循環表示からUPキーを押すと、「 」が表示さ
れます。（循環表示以外が表示されている場合は、
HOMEキーを長押しすると循環表示になります）
１秒後にメニュー項目「 」が表示されます。

2）UP・DOWNキーでメニュー番号「 」（ショート
カット機能）を表示します。１秒後にメニュー項目
「 」が表示されます。

3）SETキーを押してください。緑のLEDが点灯し、確
認番号「 」と設定データ「 」の交互表示となり
ます。

4）SETキーを長押ししてください。緑と赤のLEDが点灯し、
設定データ「 」が表示されます。

5）UPキーで、暖房モードの場合：設定データ「 」、冷
房モードの場合：設定データ「 」を選択し、SETキー
を長押しします。緑と赤のLEDが消灯し、「 」が
点滅します。自動アドレス中は「 」が点滅し続け
ます。
自動アドレス設定の通信が始まり、圧縮機が運転し
暖房もしくは冷房モードでの自動アドレスが開始し
ます。すべての室内ユニットも運転状態になります。

6）自動アドレスが正常に終了した場合、7セグメント表
示が一旦消灯し、「 」が表示されます。再度7セグ
メント表示が消灯し、表示が循環表示に変わります。

自動アドレスが正常に終了しなかった場合、警報表
示に従って対処してください。対処後に再度自動ア
ドレスを実施してください。

7）リモコンからの運転が可能になります。

＊自動アドレスを中断する場合は、メニュー番号
「 」でメニュー項目「 」が表示後、SETキー
を押します。確認番号「 」を選択し、SETキーを長
押しします。設定データ「 」を選択し、SETキーを長
押しします。自動アドレスを中断し、メニュー表示
に戻ります。
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	■室内ユニット間の最大高低差が、15ｍを超える場合	
（5ページ/項目３-10参照）

10-4.  室内ユニット間最大高低差設定方法

室外ユニット親機（1号機）で実施してください。

1）循環表示からUPキーを押すと、「 」が表示され
ます。（循環表示以外が表示されている場合は、
HOMEキーを長押しすると循環表示になります）
１秒後にメニュー項目「 」が表示されます。

2）UPキーでメニュー番号「 」（現地ごとの設定）
を表示します。１秒後にメニュー項目「 」が表
示されます。

3）SET キーを押してください。緑の LEDが点灯し、確
認番号「  」と設定データ「 」の交互表示となり
ます。

4）UPキーで確認番号「 」（高低差設定）を選択し、
SETキーを長押ししてください。緑と赤の LEDが点
灯し、設定データ「 」が表示されます。

5）UPキーで設定データ「 」を選択し、SETキーを長
押ししてください。赤のLEDが消灯し、表示が確認
番号「 」と設定データ「 」の交互表示に変わり
ます。

6）リモコンからの運転が可能になります。

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

1）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

2）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

4）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

5）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

3）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
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11．リモコン試運転設定

決定
戻る

メニュー

設定
温度

冷房
.0
℃

会議室

28

多機能ワイヤードリモコン
（CZ-10RT5 シリーズ）

① ① ①②

① + +  ボタンを同時に４秒以上押します。

メンテナンス機能画面が表示されます。

② /  ボタンで必要な機能のメニューを表示し、

選択してください。

リモコングループ構成
メンテナンス機能

サービス連絡先登録
エコナビ

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
リモコン設定モード

メンテナンス機能画面

試運転設定
メンテナンス機能

サービスチェック表示
センサー情報表示

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
簡単設定

メンテナンス機能画面

変更 決定 確定［ ］

ON

試運転設定

試運転設定画面

11-1. メンテナンス機能画面表示（ユニットが運転を停止した状態で行ってください）

試運転画面

11-2.試運転
•	メンテナンス機能画面を表示してください。

•	 /  ボタンで［試運転設定］を選択し、	
 ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで試運転設定、［ON］を選択し、
 ボタンを押してください。

•	  ボタンを押し、リモコンに  と表
示していることを確認してください。

•	  ボタンを押すと試運転を開始します。	
暖房、冷房のいずれかの運転モードを使用し
てください。

•	試運転を終了後は再度、上記メンテナンス機能
→［試運転設定］を選択、試運転設定［OFF］
を選び、  ボタンを押してください。

 ボタンを押し、メンテナンス機能の画面
表示を終了してください。  が消灯してい
ることを確認してください。
（連続試運転を防止するため 60分後自動で
［OFF］ になります）

［ ］ ［ ］運転

試運転
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1. 警報表示は 7セグメント表示で表示されます。
＊ �UP・DOWNキーを押すと、他のメニュー表示に切
り換わりますが、HOMEキー長押しで警報を表示
することができます。

2. 警報表示の確認方法にて、警報コードを表示できます。

	●警報表示確認方法操作

1）循環表示からUPキーを押すと、「 」が表示さ
れます。（循環表示以外が表示されている場合は、
HOMEキーを長押しすると循環表示になります）
１秒後にメニュー項目「 」が表示されます。

2）UPキーでメニュー番号「 」（警告表示）を表
示します。１秒後にメニュー項目「 」が表示
されます。

3）SET キーを押してください。緑の LEDが点灯し、
確認番号「 」と現在の警報コードの交互表示と
なります。
警報なしの場合は「 」が表示されます。

4）UP・DOWNキーで最新8件の警報履歴が表示でき
ます。新しい順に「 」、「 」･･「 」を表示します。
警報表示（例：「 」）と警報コードの交互表示とな
ります。

12．自己診断機能表と警報表示内容①

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

1）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

2）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

3）

LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）
LED2（赤）

DOWN SETUPHOME

LED1（緑）

4）

	■室外コントロール基板の警報表示の確認方法

警報コード「E15」の場合

警報コード「E16」の場合
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12．自己診断機能表と警報表示内容②
12-1. 自己診断機能表

自動アドレス設定時の症状と室外コントロール基板の警報表示を確認し、原因に応じて処置してください。

症状 原因 処置方法

自動アドレス設定が開始でき
ない

初期設定が正しくできていない。
正しく設定する。（35ページ/項目10-1、
36ページ/項目10-2）

リモコンが正しく接続されていない。 リモコンを正しく接続する。
室内ユニットの電源が入っていない。 室内ユニットの電源を入れる。

自動アドレス設定は開始する
が正常に終了できない

自動アドレス設定が正しくできていない。
正しく設定する。（35ページ/項目10-1、
36ページ/項目10-2、37ページ/項目
10-3）

自動アドレス設定開始
後、警報が7 セグメント
表示される

E15

初期設定の室内ユニット接続台数は正しく
設定されていない。

正しく設定する。（35ページ/項目10-1、
36ページ/項目10-2）

室内ユニットの電源が入っていない。 室内ユニットの電源を入れる。
リモコン配線は正しく接続されていない。 リモコンを正しく接続する。
室内外操作線は正しく接続されていない。 配線を正しく接続する。
（圧縮機運転での自動アドレス設定の場合）
室内ユニットE1，E3センサー異常

センサーの抜けがないか確認する。

（圧縮機運転での自動アドレス設定の場合）
追加冷媒量が間違っている。

追加冷媒量を正しくチャージする。

（圧縮機運転での自動アドレス設定の場合）
冷媒配管が正しく接続されていない。 冷媒配管を正しく接続する。

E16

初期設定の室内ユニット接続台数は正しく
設定されていない。

正しく設定する。（35ページ/項目10-1、
36ページ/項目10-2）

室内外操作線は正しく接続されていない。 配線を正しく接続する。
（圧縮機運転での自動アドレス設定の場合）
冷媒配管が正しく接続されていない。 冷媒配管を正しく接続する。

E20
室内ユニットの電源が入っていない。 室内ユニットの電源を入れる。
リモコン配線は正しく接続されていない。 リモコンを正しく接続する。
室内外操作線は正しく接続されていない。 配線を正しく接続する。

警報表示 警報内容 センサー名
E06 室外ユニットが室内ユニットからの受信不良
E12 自動アドレス開始禁止
E15 自動アドレス警報（室内ユニット台数が少ない）
E16 自動アドレス警報（室内ユニット台数が多い）
E20 自動アドレス中室内ユニット受信不良
E21 室外連動時、主系統が従系統から受信不良
E22 室外連動時、従系統が主系統から受信不良
E24 室外ユニット間通信異常
E25 室外ユニットアドレス設定不良（重複）
E26 室外台数不一致
E27 組合せ室外ユニット馬力超過
E29 室外ユニット子機が室外ユニット親機からの受信不良
E31 室外ユニット基板内通信異常

12-2. 室外コントロール基板の警報表示内容 
•	室外ユニットコントロール基板の警報表示を７セグメント表示で確認できます。	
（「室外コントロール基板の警報表示の確認方法」（41ページ）参照）
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警報表示 警報内容 センサー名
F04 圧縮機１ 吐出温度センサー異常 「ＤＩＳＣＨ１」
F05 圧縮機２ 吐出温度センサー異常 「ＤＩＳＣＨ２」
F06 室外熱交換器１ ガス温度センサー異常 「ＥＸＧ１」
F07 室外熱交換器１ 液温度センサー異常 「ＥＸＬ１」
F08 外気温度センサー異常 「ＴＯ」
F12 圧縮機入口温度センサー異常 「ＳＣＴ」
F14 過冷却ガス温度センサー異常 「ＳＣＧ」
F15 過冷却液温度センサー異常 「ＳＣＬ」
F16 高圧センサー異常 「ＨＰＳ」
F17 低圧センサー異常 「ＬＰＳ」
F23 室外熱交換器２ ガス温度センサー異常 「ＥＸＧ２」
F24 室外熱交換器２ 液温度センサー異常 「ＥＸＬ２」
F31 室外ユニット不揮発性メモリ（EEPROM）異常
H01 圧縮機 1 1 次電流過電流
H03 圧縮機 1 1 次電流検知不良
H05 圧縮機１ 吐出温度センサー抜け
H06 低圧異常低下
H07 圧縮機オイル不足警報
H08 圧縮機１ オイルセンサー抜け
H11 圧縮機２ 過電流
H12 圧縮機２ ロック電流
H13 圧縮機２ CT センサー抜け
H15 圧縮機２ 吐出温度センサー抜け
H27 圧縮機２ オイルセンサー抜け
H31 HIC 異常・DC電圧過電圧・低電圧
L04 室外ユニットアドレスの重複設定
L05 室内ユニット優先重複（優先室内ユニット用）
L06 室内ユニット優先重複（優先でない室内ユニット用）
L10 室外ユニット能力未設定
L13 許可されていない室内ユニットが接続されている
L17 室外ユニットの機種不一致
L18 四方弁動作不良
P03 圧縮機１ 吐出温度異常
P04 高圧スイッチ動作
P05 逆相検知・瞬時停電検知・DC電圧チャージ不良
P14 O2センサー動作
P16 圧縮機１ ２次電流過電流（始動後）
P17 圧縮機２ 吐出温度異常
P20 高負荷（閉鎖弁開け忘れなど）
P22 ファン 1　室外送風機異常
P24 ファン 2　室外送風機異常
P29 圧縮機１ 欠相・ロック・2次電流過電流（始動時）・DCCT不良

12-3. リモコンの警報表示内容
リモコンの警報表示内容は、室内ユニットの据付工事説明書を参照してください。
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13．据付工事完了後のチェック項目
据付工事および電気工事完了後、下記項目についてチェック願います。

作業名称 No. チェック項目 チェック欄	 予想される不具合・確認事項

据付工事 1 室外ユニットは「3. 据付場所・方法」の項目を満
足していますか □ 軽傷を負うことや、財産の損害が発生する等の可

能性があります。

配管・	
配線工事

2 （複数系統設置の場合）　他系統と誤配管になって
いませんか □ 機器が動作しない、または、動作しない室外ユ

ニットに冷媒が流れ水漏れする等の可能性があ
ります。他系統と誤配管、誤配線になっていない
か、確認をお願いします。3 （複数系統設置の場合）　他系統と誤配線になって

いませんか □

4 関連法規に従って漏電しゃ断器（高調波対応品、
全極開閉機能付）は取り付けましたか □

故障や漏電時に感電、火災の原因になることがあ
ります。設置工事、アース・配線の確認をお願い
します。

5 別売品等の誤取付け・誤配線はありませんか □

6 アース工事は行いましたか □

7 室外電源配線・室内外操作線・室外親子操作線の
誤配線・ネジの緩みはありませんか □

8 配線の太さは規定通りですか □

9 電源電圧は本体銘板と同じですか □

10 終端プラグの調整を行いましたか □ 正しく調整しないと、通信エラーになります。

11 気密試験・フレア継手および溶接部の
ガス漏れ確認を行いましたか □

冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、
コンロなどの火気に触れると有毒ガスの発生や
火災の原因となりますので、迅速に修理をお願い
します。

12 真空引きを行いましたか □ 水分混入による故障の可能性があります。
確実に真空引きを行ってください。

断熱工事 13 配管継手部（冷媒配管・ドレン配管）も含め、設
置場所に合致した断熱工事を確実に行いましたか □

機器の性能低下だけでなく、結露して水漏れが発
生する可能性がありますので、適切に断熱工事を
お願いします。

試運転

14 （複数系統設置の場合） 1 系統ごとの電源投入、
試運転を行いましたか □

複数系統一斉に試運転を行うと誤配管、誤配線に
気づかないことがあるため、１系統ごとの電源投
入、試運転実施をおすすめします。

15 ガス管・液管閉鎖弁は開いていますか □ ガスが流れないため、エラーが表示されます。

16 異常な音の発生はありませんでしたか □ ファンの接触、室外ユニットの歪み等の確認をお
願いします。

17 室外ユニットよりファンは回りましたか　 □ 機器が動作しない。他系統と誤配管・誤配線に
なっていないか確認をお願いします。
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14．リモコン試運転設定 ＜CZ-10RT3シリーズの場合＞

試運転

試運転

•	リモコンの  点検  ボタンを 4秒以上押してから、	
  運転／停止  ボタンを押してください。
試運転中は液晶表示部に「試運転」と表示されます。

•	試運転は暖房、冷房のいずれかの運転モ－ドでご
使用ください。
注）�電源投入後および運転停止後、約 3分間は
室外ユニットの運転はしません。

•	試運転終了後は再度  点検  ボタンを押して液晶
表示部の「試運転」消灯を確認してください。
（連続試運転を防止するため 60分後自動で試運
転解除となります）

＊安全対策装置が必要な場合は、CZ-10RT5Cをご使用ください。
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15．室外ユニット集合設置①
	■室外ユニット集合時設置スペース	
＜上吹室外ユニットの集合設置＞
1）室外ユニットブロック間距離
室外ユニット同士が密着設置すると、据付方法により、
吹出し空気が吸い込まれてしまうショートサーキッ
トが発生します。
室外ユニットのブロック間距離は、下記のようにして
ください。
隣り合う室外ユニットブロックの室外ユニット台数
を均等に振り分けられない場合、台数の多い方を基準
としてブロック間距離（Laa）にしてください。
＊	室外ユニットブロックの室外ユニット間距離は、天板間
距離は最低の60mmで計算しています。

＊	防雪ダクトを取り付ける場合は、ユニット間180mmとし
てください。

１ブロックあたりの
室外ユニット台数

ブロック間距離Laa	
（ｍｍ）

単独設置（La1） 220mm以上

２台設置（La2） 440mm以上

３台設置（La3） 660mm以上

４台設置（La4） 660mm以上
＊	これは集合設置を考えた場合の最低の数値となっています。
施工、メンテナンスに必要なスペースを考慮して決定してく
ださい。

2）室外ユニット列間の距離
各列の据付馬力の内で、最大馬力数（SP/列）を求めま
す。この馬力数（SP/列）と室外据付状態から表9の	
該当グラフで必要な列間距離Luuを求めてください。
＊	室外ユニットの前面（サービス面）が向かい合う場合は、	
表9の該当図番で求めた列間距離Luuが1ｍ未満の場合
は1ｍ以上としてください。

＊	列間距離Luuが1ｍを超える場合は、表9の該当図番で求
めた列間距離Luu以上としてください。

設置状態 据付列数 図番
室外ユニット下部を空気が流通

しない場合	
（コンクリート基礎等）

2，3，4列 グラフ1

５列以上 グラフ2

室外ユニット下部を空気が流通
可能な場合

（キャットウォーク据付等）
グラフ3

La1

La2

La4

La3

列間距離
Luu

列間距離　Luu（m）
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2・3・4列、コンクリート基礎
（列間距離の最低はメンテナンススペースとして 0.5ｍとします）
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5 列以上、コンクリート基礎
（列間距離の最低はメンテナンススペースとして 0.5ｍとします）

列間距離　Luu（m）
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高さ
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u＝
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（列間距離の最低はメンテナンススペースとして0.5mとします）
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表 9

グラフ1

グラフ2

グラフ3
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15．室外ユニット集合設置②
■室外ユニット集合時設置時の寸法

Lw
3

Laa

Lw4

Lu
u

壁4

壁3

壁2

壁1

Lm

Ln

Lｗ2

Lｗ
1

14

12
12

12

12
12

12

■1ブロックあたりの最低距離

1 ブロックあたりの最低距離〔mm〕
防雪ダクトを使用した場合系統相当馬力

　　合計
 組み合わせ
室外ユニット 台数

天板間距離（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間距離） 天板間距離（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間距離）
8 8 1 台設置 880 （690） 880 （690）

10 10 1 台設置 880 （690） 880 （690）
12 12 1 台設置 880 （690） 880 （690）
14 14 1 台設置 1160 （970） 1160 （970）
16 16 1 台設置 1160 （970） 1160 （970）
18 8 10 2 台設置 1820 （1630） 1940 （1750）
20 10 10 2 台設置 1820 （1630） 1940 （1750）
22 10 12 2 台設置 1820 （1630） 1940 （1750）
24 12 12 2 台設置 1820 （1630） 1940 （1750）
26 12 14 2 台設置 2100 （1910） 2220 （2030）
28 12 16 2 台設置 2100 （1910） 2220 （2030）
30 14 16 2 台設置 2380 （2190） 2500 （2310）
32 16 16 2 台設置 2380 （2190） 2500 （2310）
34 10 12 3 台設置 2760 （2570） 3000 （2810）
36 12 12 3 台設置 2760 （2570） 3000 （2810）
38 12 12 3 台設置 3040 （2850） 3280 （3090）
40 12 12 16 3 台設置 3040 （2850） 3280 （3090）
42 12 14 16 3 台設置 3320 （3130） 3560 （3370）
44 12 16 16 3 台設置 3320 （3130） 3560 （3370）
46 14 16 16 3 台設置 3600 （3410） 3840 （3650）
48 16 16 16 3 台設置 3600 （3410） 3840 （3650）
50 10 16 4 台設置 3980 （3790） 4340 （4150）
52 12 12 16 4 台設置 3980 （3790） 4340 （4150）
54 12 14 16 4 台設置 4260 （4070） 4620 （4430）
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3）集合設置した室外ユニットに対する空気流入の検討

a. 検討手順

必要吸込み面積の算出
　　　　↓
流入面積の算出
　　　　↓
有効吸込み面積を求める
　　　　↓
吸込み面積の判定

＊	吸込面積が満足されない場合は、壁の高さを低くする、壁の開口部を大きくする、スタックを取り付ける等の	
対策を行ってください。

b. 必要吸込面積の算出

集合設置をする室外ユニットの合計馬力（PSt）から、周囲からの空気が流入する必要面積Srを求めます。

•	必要吸込面積が満足されていない場合の不具合点	
吹出し側と吸込側がしゃ断されている場合 ・吸込風速増加による機外静圧の増加によって風量がダウンします。	
吹出し側と吸込側がしゃ断されていない場合 ・吸込風速はほとんど増加せず、吹出した空気を再び吸込んでしま
うショートサーキットが発生します。

Sr＝PSt/2 Sr ： 必要吸込面積[m²] PSt ： 室外ユニットの合計馬力[PS]
Sr[m²] は、エアコンが支障なく運転できる最低必要な吸込面積です。

壁

Lw

かさあげ

H
w

ｽﾀｯｸ

H
u

H
t

H_ ： 幅寸法　[ｍ]
X_ ： 開口率　[％]
α ： 室外ユニット底面から熱交換器上面までの高さ　[ｍ]

Xf

H
w

H
u

H
t

H
s

H
k

αH
w

et

Hf

H
l

Xk

Xs

Xl

無効開口部

有効開口部

図16 図17

15．室外ユニット集合設置③
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ｃ. 周囲からの吸込空気の流入面積（吸込面積 ： Sの計算）
集合設置された室外ユニット（室外ユニット群）の周りで、室外ユニット群の吸込空気への障害物やルーバー壁などを考
え、周囲の吸込面積を求めます。
（手順1）

次の式から吸込み高さ[Ha]を計算します。
吸込み高さHa＝Hu＋α＋1.5×Ht＋Lw
Hu ：かさあげ高さ（m）   α ：室外ユニット高さ（m）（ UXR5:1.66 ）   Ht ：スタック高さ（m）   Lw ：壁との距離 （m）

（手順2）
次の式から有効吸込寸法 ［Hwet］を計算します。各部の寸法は、図17（48ページ）を参照して決定してください。
Ａ）空気を通す壁の場合
　Hw≧Haの場合Hwet＝（Ha－Hw＋Hl）×Xl＋Hs×Xs＋Hk×Xk＋Hf×Xf
　Hw＜Haの場合Hwet＝（Ha－Hw）＋Hl×Xl＋Hs×Xs＋Hk×Xk＋Hf×Xf
　Hw ：実際の壁高さ（m）
　Hl ：開口率［Xl］の壁　計算式「（Hw－（Hs＋Hk）」で求める計算値
　Hs ：開口率［Xs］の開口部
　Hk ：開口率［Xk］の壁　（基礎部）
　Hf ：開口率［Xf］の床開口部の寸法

B）空気を通さない壁の場合
　Hw≧Haの場合　Hwet=Hwe=0
　Hw＜Haの場合
　壁の見かけ高さ［Hb］を計算します。
　Hb＝Hw－Hu－1.5×Ht
　グラフ4 のHbとLwの交点から
　有効吸い込み高さHweを読み取ります。
　　Hwet=Hwe

（手順3）
有効吸込み長さLeを求めます。
Lw≧6mの場合は　Lwe=6
Lw＜6mの場合は　Lwe=Lw
　　　　　　　Le1=Lwe4+Lm+Lwe2
　　　　　　　Le2=Lwe1+Ln+Lwe3
　　　　　　　Le3=Le1
　　　　　　　Le4=Le2
Lm、Lnは、「室外ユニット集合設置時の寸法」
（47ページ）を参照してください。

次に各壁面からの有効吸込面積を求めます。
　　　　　　　S1=Hwet1×Le1
　　　　　　　S2=Hwet2×Le2
　　　　　　　S3=Hwet3×Le3
　　　　　　　S4=Hwet4×Le4

（手順4）
隣り合う2面の有効吸込面積を求めます。
　　　　　　　S12=S1+S2
　　　　　　　S23=S2+S3
　　　　　　　S34=S3+S4
　　　　　　　S41=S4+S1

（手順5）<吸込面積の判定>
吸込面積と最小吸込面積において、以下の１，２の条件を満たすことが必要です。
①有効吸込面積［St］が必要吸込面積［Sr］より大きい。
②隣り合う2面の面積（S12、S23、S34、S41）の内で、最小の値が［Sr］の25%以上あること。（図18、19参照）
※S12～S41で吸込面積が0となってしまう場合には据付不可とします。

手順5で判定が満足した場合には終了です。
満足しない場合は、スタック高さ、かさあげ高さ、開口部寸法、開口率などを再検討して上記計算を行なってください。
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図18
　隣り合う２面の有効吸込み面積が0の場合は、設置不可能

図19
向い合う壁の有効吸込み面積が、0の場合でも隣り合う壁の一方
が必要吸込み面積が25％以上あれば、設置可能
（全体の必要吸込み面積は最低100％）

グラフ4

15．室外ユニット集合設置④
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16．冷媒回収
以下の機器と工具が必要です。
クリップ付のジャンパー線、モンキーレンチ、冷媒R410A/R32用のゲージマニホールド、真空ポンプ、冷媒回収機、
パージ済みの冷媒回収容器、六角レンチ

	■冷媒回収する際には、冷媒ホースの接続を確実にし、継手からの冷媒漏えいを防いでください。また、回収運転終了後に
残圧が再び上昇しないかをチェックし、上昇する場合には、再度回収運転を実施してください。

	■冷媒回収手順

1）前もって同一空調システムのすべての室外ユニットの
配線用しゃ断器（ブレーカー）を切ります。

2）室内ユニット、安全しゃ断弁キット（接続している場
合）の配線用しゃ断器（ブレーカー）は入れたままとし
てください。

配線用しゃ断器（ブレーカー）が切れてしまうと、冷媒
回収ができない個所が発生してしまうので、必ず配線
用しゃ断器（ブレーカー）を入れたままにしてください。

3）室外ユニットのガス管、液管、バランス管の各サービス
ポートに冷媒回収機を接続します。（図20）

冷媒回収機と冷媒回収容器との接続手順の詳細は、　
冷媒回収機に付属している手順書に従ってください。

冷媒
回収機

冷媒回収容器

ゲージマニホールド

ハンドル Lo ハンドルHi

サービスポート

バランス管

液管

ガス管
図20

CR基板

HIC基板

CN69を抜く

4）同一空調システムのすべての室外ユニットの高圧ス
イッチソケット（CN69）を基板から抜きます。（図21）

冷媒回収作業時に室外ユニットを運転できない状態に
するための処置です。

5）同一空調システムのすべての室外ユニットの配線用
しゃ断器（ブレーカー）を入れます。

6）冷媒回収を行います。

冷媒回収が完了したかの判断は、冷媒回収機に付属して
いる手順書に従ってください。

図21
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